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令和3年度 介護のしごと魅力発信等事業 
福祉・介護の体験型・参加型イベント実施事業 

 
業務報告書 
2022.4.28 
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事業の全体像 
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令和3年度の事業テーマ   

▼幅広い世代の人々に向けて、福祉・介護の魅力を発信する「GO!GO!KAI-GOプロジェクト」を立ち上げ 
▼福祉・介護の仕事に携わる人々を応援するとともに、多様な人材を促進するため、「自分事化」を「加速」 
▼ターゲットを拡大し、それぞれの世代カテゴリ毎にイベントや番組内容を設定 
▼当プロジェクトを盛り上げる「GO!GO!KAI-GO応援団」を結成し、通年の取り組みの軸に 

福祉・介護のしごとの魅力を伝える各種イベントとテレビ・ウェブ番組を連動させた事業を計画。幅広い世代の参加意識を高めるた
め、この取組みを応援する各世代の著名人をアンバサダーに起用。イベントや福祉・介護現場等に参加してもらい、その体験を、連
動する番組で共有し、視聴者の二次的体験につなげる。また、イベントの告知や結果を、テレビ（地上波・衛星波）・新聞・ウェ
ブ・ＳＮＳで拡散し、効果的な情報発信を行う。 

無関心層も含む社会全体 

40～50代女性を中心とする介護人材即戦力層 

ターゲット① 
若年層 
小学・中学・高校生を中心とする将来の介護人材層 

50代後半～の男女を中心とする介護人材即戦力層 

ターゲット② 
子育てがひと段落ついた層 

ターゲット③ 
アクティブシニア層 

ターゲット④ 

「GO!GO!KAI-GOプロジェクト」という共
通フレームのもと、ターゲット毎に細分化し
た施策を実施し、幅広い世代の参加意識を向
上させる。 
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事業実施体制 

進行担当者／ソリューションデザイン部 
松本絢 

進行担当者／ソリューションデザイン部 
川音尚史  

進行担当者／ソリューションデザイン部 
平澤歩 

現場責任者／ソリューションデザイン部 
安藤桃子 

運営統括責任者／ソリューションデザイン部 次長 
吉田智紀 

担当局長兼部長 
岡崎貞利 

全体統括及び進行担当 
ゼネラルプロデューサー 和田勝彦 

進行管理プロデューサー 成松賢二  

制作管理ゼネラルプロデューサー 竹花泰之  

ビジネス総局コンテンツビジネス部 
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事業全体像（当初計画）   

  

小学生向け 
イベント開催 

全国の中学校・ 
高校での出張授業 

介護の仕事 
バーチャル 
体験 

テレビ地上波・衛星波／ 
新聞／ 

ウェブ／ＳＮＳ 
での情報発信 

イベント連動型 体験共有番組『GO!GO!KAI-GO応援団』の放映・配信  

大規模イベント開催 
テレビ朝日・配信イベント 

大規模イベント開催 
音楽フェス 

「COUNTDOWN 
JAPAN」 

大型シンポジウム 
開催 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、 
イベント内容の差し替えや、リアル実施からオンライン実施に切り替えるなど適宜変更。 

ウォーキング 
イベント開催 
日本スリーデー

マーチ 

「DEPARTURE 2021 

SUMMER」 
-次世代イノベーター
が未来をつなぐ- 
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事業全体実施スケジュール   

        

４・５・６月 ７・８・９
月 

10・11・12
月 

１・２・３
月 

        出張授業 

        介護の仕事バーチャル体験 

GO！GO！ 

KAI-GOプロジェクト始動 

企
画
・
イ
ベ
ン
ト
実
施
・
取
材
撮
影

 
放
送
・
配
信
・
拡
散

 

番組『GO!GO!KAI-GO応援団』全5回シリーズ 
 

・YouTube・CPサイトでシリーズ配信（4回＠15～30分） 

・最終回は、2021年初頭にBS朝日スペシャル番組として放送 

・テレビ朝日で番組のインフォマ（15～30秒）を配信予定 

・ＳＮＳでターゲットに視聴誘導を実施 

・応援団メンバーが参加した各イベントの模様をコンテンツ化 

「DEPARTURE 2021SUMMER」 
-次世代イノベーターが未来をつなぐ- 

ABEMA TV音楽ライブ 
Asianダンスボーカルグループ大集合SP 



プロジェクトアンバサダー「GO!GO!KAI-GO応援団」 

各ターゲットに合わせて、幅広いキャラクター・世代の著名人を、 
「GO!GO!KAI-GO応援団」としてプロジェクトを盛り上げるアンバサダーに起用。 

プロジェクト連動番組や各種イベントに参加していただきました。 
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GO!GO!KAI-GOプロジェクト 公式HP 
GO!GO!KAI-GOプロジェクト ～つくろう！福祉・介護の未来～ (gogo-kaigo.jp) 

YouTube/BS朝日の特別番組を
公開する他、イベント実施の模様
を動画等で閲覧可能にし、２次的
な情報発信を展開。 
プロジェクトの全体像が見えるプ
ラットフォームに。 

52,690PV 
（2022年3月末時点） 
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https://gogo-kaigo.jp/
https://gogo-kaigo.jp/
https://gogo-kaigo.jp/
https://gogo-kaigo.jp/
https://gogo-kaigo.jp/
https://gogo-kaigo.jp/
https://gogo-kaigo.jp/
https://gogo-kaigo.jp/
https://gogo-kaigo.jp/
https://gogo-kaigo.jp/
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プロジェクト連動番組「GO!GO!KAI-GO応援団」 
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 「GO!GO!KAI-GO応援団」 
＜番組概要＞ 
 
国民的アナウンサー・福澤朗さんを中心に「本プロジェクトの盛り上げ役
となって、介護・福祉の世界で活躍する人々を応援したい！」と、個性豊
かな著名人たちが“応援団”を結成。メンバーがイベントに参加したり福祉・
介護のしごとを体験したりしながら、その魅力をリポートするのが、当プ
ロジェクト連動番組『GO!GO!KAI-GO応援団』（YouTubeによる配信／BS
朝日による放送）です。 
 
シニア世代に差し掛かる福澤さんを筆頭に、20～30代の若者世代のモデ
ル・アイドル、子育てひと段落のママタレント、介護職経験のあるお笑い
芸人など、多世代の異能メンバーたちが、福祉・介護の最前線に飛び込ん
で大奮闘。その中で得た発見や感動、仕事のやりがいなどを発信・共有し
ます。 
 
若者からアクティブシニアまで、幅広い世代への認知度をもつ福澤朗さん
だけでなく、ターゲット層毎に訴求力のある出演者を起用することで、福
祉・介護のしごとのイメージアップを図り、参入意欲を刺激します。 

プロジェクト連動番組（YouTube＆BS朝日） 

イ
ベ
ン
ト 

番
組
配
信 

ト
ピ
ッ
ク 

番
組
配
信 

イ
ベ
ン
ト 

番
組
配
信 

全
国
放
送 

イ
ベ
ン
ト 

番
組
配
信 

それぞれのイベント施策やトピックテーマと連動させた番組を制作・発信 



♯5「GO!GO!KAI-GO応援団 みんなを幸せにする仕事」 

各回テーマと配信回数 

♯1「GO!GO!KAI-GO応援団、始動！」 

♯4「自分にできることを探そう」 

♯2「介護の専門職に体験入門！」 

♯3「10代と共に語る福祉」 

再生回数 
152,806回 

再生回数 
359,307回 

再生回数 
186,073回 

再生回数 
1,346回 

2022年3月30日現在 

2022年3月30日現在 2022年3月30日現在 

2022年3月30日現在 

2022年2月5日13時30分～全国放送 

世帯視聴率 
0.1% 

再生回数 
258回 

2022年3月30日現在 

+ 
11 
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個別施策について   

キックオフミーティング 

無関心層含む 
社会全体 

想定ﾀｰｹﾞｯﾄ 
若年層 
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キックオフミーテイング 

イベント概要 
▼イベント名：DEPARTURE2021 SUMMER  with ForbesJAPAN30under30 
▼開催時期：7月22日～23日  
▼開催場所：テレビ朝日本社 
▼実施方法：テレ朝公式チャンネル生配信＆アーカイブ＆VR六本木 
▼チャンネル登録者数：40万 
▼実施内容：GO!GO!KAI-GO応援団メンバーによる生配信コンテンツ 

テレビ朝日 夏のオンラインイベント「DEPARTURE 2021 SUMMER」-次世代イノベーターが未来をつなぐ- 

GO!GO!KAI－GOプロジェクト 
キックオフミーティング 

7月22日12時～13時開催 

VR六本木 

配信プログラム 

VR 

配信 

バーチャルSNS 「クラスター」 上で 
VR六本木ワールドを構築し、イベント展開 

オンラインイベント 

Forbesが選ぶ「世界を変える30歳未満
30人の日本人」と連動したオンライン
トークセッションイベント 
 
テレ朝公式YouTubeにて無料配信展開 
 

7月22日 12時～12時45分生配信 

最大同時接続 

325人 
12:40～45頃がピーク 

 

アーカイブ再生 

6,305回 
22.3.30現在 テレ朝公式YouTubeチャンネル（アーカイブ配信） 

フォーブス 
WEBサイト 
18,500PV  
21年7月ー8月 



14 

キックオフミーテイング     ＃1「GO!GO!KAI-GO応援団、始動！」 

▼概要 
 
GO!GO!KAI-GO応援団の結成を高らかに宣言するとともに、 
キックオフミーティングの様子をダイジェストで再編集して紹介。 
 
それぞれのメンバーが、福祉・介護のイメージや、 
これからの活動への抱負を語りつつ“初仕事”へ。 
 
福祉・介護の未来をつくる作家・岸田奈美さんと対談し、 
福祉に取り組むうえでの大切な心構えなどを自由に語り合う。 
 
キックオフミーティング終了後には、 
メンバー全員が今回の発見や感動を共有。 
 
介護職経験者の安藤なつによる介護クイズなどを交えながら、 
福祉・介護のしごとへの希望と期待を膨らませていく…。 
 
https://www.youtube.com/watch?v=zkZvvfNV1L4 

再生回数 
152,806回 

2022年3月30日現在 

https://www.youtube.com/watch?v=zkZvvfNV1L4
https://www.youtube.com/watch?v=zkZvvfNV1L4
https://www.youtube.com/watch?v=zkZvvfNV1L4
https://www.youtube.com/watch?v=zkZvvfNV1L4
https://www.youtube.com/watch?v=zkZvvfNV1L4
https://www.youtube.com/watch?v=zkZvvfNV1L4
https://www.youtube.com/watch?v=zkZvvfNV1L4
https://www.youtube.com/watch?v=zkZvvfNV1L4
https://www.youtube.com/watch?v=zkZvvfNV1L4
https://www.youtube.com/watch?v=zkZvvfNV1L4
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トピック 介護の仕事を知る    ＃2「介護の専門職に体験入門！」 

▼概要 
 
GO!GO!KAI-GO応援団としての活動を始めたメンバーたちは、 
福祉・介護のプロフェッショナルの仕事を知るために、 
介護の専門職を育成するアカデミーに体験入学。 
 
ベッドから車いすへの移乗や移動補助などの実技を、 
プロの指導を受けながらメンバーたちが実践。 
 
アカデミーに通う幅広い世代の受講生たちとともに、 
福祉・介護の仕事に必要な技術や知識を学んでいく。 
 
さらに、アカデミーの卒業生が働く介護福祉施設を訪問。 
プロフェッショナルの仕事ぶりを覗きながら、 
福祉・介護のしごとの面白さややりがいなどを語り合う。 
 
https://www.youtube.com/watch?v=Wl_-MttYZkc&t=1054s 

再生回数 
359,307回 

2022年3月30日現在 

https://www.youtube.com/watch?v=Wl_-MttYZkc&t=1054s
https://www.youtube.com/watch?v=Wl_-MttYZkc&t=1054s
https://www.youtube.com/watch?v=Wl_-MttYZkc&t=1054s
https://www.youtube.com/watch?v=Wl_-MttYZkc&t=1054s
https://www.youtube.com/watch?v=Wl_-MttYZkc&t=1054s
https://www.youtube.com/watch?v=Wl_-MttYZkc&t=1054s
https://www.youtube.com/watch?v=Wl_-MttYZkc&t=1054s
https://www.youtube.com/watch?v=Wl_-MttYZkc&t=1054s
https://www.youtube.com/watch?v=Wl_-MttYZkc&t=1054s
https://www.youtube.com/watch?v=Wl_-MttYZkc&t=1054s
https://www.youtube.com/watch?v=Wl_-MttYZkc&t=1054s
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個別施策について   

朝小サマースクール ONLINE2021 

想定ﾀｰｹﾞｯﾄ 
若年層 
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【紙面告知】 

朝日小学生新聞  全15段カラー Zoomでの事前参加募集  

掲載日 ６月１９日・２５日・２６日 計３回 

朝小サマースクール ONLINE2021 

イベント概要 
▼イベント名：朝小サマースクール ONLINE2021 
▼開催時期：7月17日（土）11:00~12:00 
▼実施方法：オンライン開催（ZOOM）  
▼参加方法：事前登録制 
▼来場者数：総参加者数3653人/単体233人 
▼実施内容：60分間のオンライン授業 

【事前参加募集期間】6月19日～6月28日 【YouTube視聴募集】7月7日～17日 

朝日小学生新聞  全５段カラー 

Zoomでの事前参加募集 

掲載日：２０日・２１日・２２日・２３日   

    ２７日・２８日 計６回 

朝日小学生新聞 全５段カラー 

YouTubeでの参加募集 

掲載日：７月７日・９日・１０日・１４日  

      １６日・１７日 計５回 

2日間6講座 
総参加者数 

3,563人 

101,796部発行 
×計14回掲載 

142万5,144人 
購読 
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朝小サマースクール ONLINE2021の評価 

▼総参加者数︓3563人 

未来を作るコミュニケーション術。  KAIGOの仕事から学ぼう！ 

233名 

▼講師 
 

未来をつくるkaigoカフェ 

高瀬 比左子さん 
 
 
▼特別ゲスト 
 

認定NPO法人Link・マネジメント理事 
介護福祉士 

木村 誠さん 
 

SOMPOホールディングス株式会社 
Future Care Lab in Japan 所長 

片岡 眞一郎さん 
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朝小サマースクール ONLINE2021の評価 

今回の授業を聞いて、介護に対するイメージは変わりましたか？（当てはまるものを選んでください） 
86 件の回答 

■アンケート結果 

＜自由回答の抜粋＞ 

・介護のお仕事は、人々を笑顔にする仕事だと思 

 いました。 
 

・もっと、介護ロボットについて、知りたくなり 

 ました。 
 

・介護にもいろいろあることがわかった。 
 

・コミニケーション能力はどこにでも活かせると 

 思うので良かったです。 
 

・おじいちゃんが今認知症になりかかっているの 

 で、聞けて良かったです。ありがとうございま 

 した！ 
 

・コミュニケーションのことと、介護のことが分 

 かったのでとても良かったです。 
 

・介護業界で27年、現在は後身育成をしておりま 

 す。誰かの役に立てる素晴らしい仕事として、 

 直接介護に限らず、興味をもつきっかけになっ 

 たと思います。ありがとうございました。 

94.2% 
「おもしろかった」 

回答 
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個別施策について   

中学校・高校での出張授業 

想定ﾀｰｹﾞｯﾄ 
若年層 
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中学校・高校での出張授業 

GO!GO!KAI-GO応援団出張授業「介護から豊かさを学ぶ」 

イベント概要 
▼イベント名：GO!GO!KAI-GO応援団出張授業 
▼開催時期：10月～1月 
▼実施回数：全国5か所 1か所あたり2時限分を想定 
▼実施方法：リアル開催／オンライン開催 
▼授業内容：1時限目＞介護事業者の方の講演（50分間） 
      2時限目＞質疑応答（25分） 
            介護職に就くために必要な学びの発表（25分）            

住所 都道府県 
オンライン対
応可能か 

実施日 スタート時間 コマ数 学年 学級数 人数 最寄り駅からのアクセス 会場 備考 

東京都練馬区羽沢3-24-1 東京 はい 11月30日 14:30 1  中1 5 140  メトロ「氷川台」から徒歩10分 体育館 YouTubeコンテンツ対象  安藤＆ボイメンロケ  

栃木県鹿沼市日吉町527 栃木 はい 12月22日 13:30 2  中2 4 119  JR「鹿沼」から車10分 体育館   

静岡県駿東郡清水町徳倉1205 静岡 はい 1月21日 13:25 2  高1 5 158  JR「三島」から車24分 体育館   

大阪府大阪市大正区小林東3-23-5 大阪 はい 2月4日 13:30 2  中1 2 64  JR「天王寺」から車18分 体育館   

福岡県福岡市博多区井相田2-1-20 福岡 はい 2月16日 14:00 1  中1 6 177  JR「博多」から車18分 体育館or校内から各クラスへ配信   

▼応募校数：全国135校 
 ※厳選なる審査の上、下記5校で実施決定 
 
11/30に実施した練馬区立開進第四中学校（東京）の出張授業では 
GO!GOKA-GO応援団を代表して 
安藤なつ＆ボイメンが参加し、生徒たちと一緒に介護を勉強 

▼出張授業開催の募集告知 
朝日中高生新聞 5段多色（ダブロイド判）初校 
掲載日：21年9月5日（日） 

発行部数 
47,962部＝ 

47,962人 
購読 



中学校・高校での出張授業 

 1～２回目はリアル開催、３～5回目は感染症対策のためオンライン開催 
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中学校・高校での出張授業 

▼対  象：１年生 5学級 140名 

▼授業時間：１４：３０～１５：２０ 1時限分（50分間） 

▼講  師：未来をつくるkaigoカフェ 高瀬比左子さん 

▼応募動機：ここ5年ぐらいかけて、総合学習の時間を活用し、介護についての授業をおこなっている。 

      地域の介護施設に体験に行っていたが、コロナ禍で訪問することができなくなり、出張授業に応募した。 

▼授業内容：介護って何だろう？→職種、戦後から現代までの介護の変遷等の基本的な概要をレクチャー 

      介護から見る豊かさ→介護の役割、地域のつながりの拠点でどのようなことをしているか等の事例を紹介 

      グループディスカッション「地域で知り合い、つながりをつくるためには何をすればいいでしょうか？」 

※特別ゲスト：GO!GOKA-GO応援団を代表して安藤なつ＆ボイメンが参加し生徒達と一緒に介護を勉強 

＜第1回目：11/30実施 東京都練馬区立開進第四中学校＞ 
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中学校・高校での出張授業     ＃3「10代と共に語る福祉」 

▼概要 
 
練馬区立開進第四中学校で行われた、 
福祉・介護の仕事の魅力を中高生に伝える「出張授業」に、 
GO!GO!KAI-GO応援団の安藤なつとボイメンが飛び入り参加。 
 
「未来をつくるkaigoカフェ」代表の高瀬比佐子さんによる授業を、 
生徒たちとともに受講し、グループワークにも参戦。 
中学生が考えたユニークな福祉のアイディアを発表していく。 
 
授業の終了後には、生徒たちの意識の高さに驚きながら、 
福祉・介護の仕事の楽しさや未来への可能性をディスカッション。 
 
福祉のプロである高瀬さんとともに、 
10代の若者たちに伝えたいメッセージを語り合う。 
 
https://www.youtube.com/watch?v=zkZvvfNV1L4 

再生回数 
186,073回 

2022年3月30日現在 

https://www.youtube.com/watch?v=zkZvvfNV1L4
https://www.youtube.com/watch?v=zkZvvfNV1L4
https://www.youtube.com/watch?v=zkZvvfNV1L4
https://www.youtube.com/watch?v=zkZvvfNV1L4
https://www.youtube.com/watch?v=zkZvvfNV1L4
https://www.youtube.com/watch?v=zkZvvfNV1L4
https://www.youtube.com/watch?v=zkZvvfNV1L4
https://www.youtube.com/watch?v=zkZvvfNV1L4
https://www.youtube.com/watch?v=zkZvvfNV1L4
https://www.youtube.com/watch?v=zkZvvfNV1L4
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中学校・高校での出張授業 評価 

＜第1回目：11/30実施 東京都練馬区立開進第四中学校＞※リアル開催 

84％が 

「面白かった」 
71％が 

イメージUP 

55％が 

介護の仕事に 
興味UP 

東京 
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＜第2回目：12/22実施 栃木県鹿沼市立西中学校＞※リアル開催 

60％が 

介護の仕事に 
興味UP 

91％が 

「面白かった」 
82％が 

イメージUP 

中学校・高校での出張授業 評価 

栃木 
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＜第3回目：1/21実施 静岡県立沼津商業高等学校＞※オンライン開催 

54％が 

介護の仕事に 
興味UP 

65％が 

イメージUP 

89％が 

「面白かった」 

中学校・高校での出張授業 評価 

静岡 



28 

＜第4回目：2/4実施 大阪府大阪市立大正中央中学校＞※オンライン開催 

68％が 

介護の仕事に 
興味UP 

68％が 

イメージUP 

83％が 

「面白かった」 

中学校・高校での出張授業 評価 

大阪 
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＜第5回目：2/16実施 福岡県福岡市立板付中学校＞※オンライン開催 

48％が 

介護の仕事に 
興味UP 

83％が 

「面白かった」 
60％が 

イメージUP 

中学校・高校での出張授業 評価 

福岡 
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ずっと介護は遠い（？）ものだと思っていたけれど、もう高齢者社会になっているので、あんまり遠い（？）ものではないんだなと思いました。自分の中で1番心にの
こった言葉は、「介護は相手を助けるけれど、自分も助かる」という言葉です。理由は、相手の人ばかり助けていて一方的に助けているのだと思っていたけれど、相手
の笑顔や、できたことによって、自分も助かるんだなと思ったので1番心に残りました。 

最初は、めんどそうや大変そうなどマイナスなイメージばかりだったけど、授業を受けた後は、自分の得意をいかしたい！や、体験してみたいなどのプラスの考えや興
味がわいてきました。こうゆう機会を通して、介護の楽しさや良さが知れて良かったです。 

応援団の皆さんも来て下さり介護について知りたい事もあったりしていたので、理解が出来て良かったです。自分のお母さんもいつか介護をするという気持ちがわいて
がんばろうと思いました。 

最初は、介護と聞くと、障がい者や高齢者と一緒に生活をしたり、手伝いをしたりして、すごく大変そうなイメージでした。ですが、授業を受けた後は「お互いに気を
かけ合う」、「信頼関係を築ける」という素敵な仕事だと知りました。介護する楽しさを理解できて、とてもためになりました。ありがとうございました！ 

私は将来の夢が看護師なので、とても興味が強くなりました。そして、高瀬先生の「長生きしてよかったと思える社会を作ることが私たちのミッション」という言葉が
心に響きました。この言葉を心に看護師になる夢を実現させたいです。 

介護とは、生きていく上でとても大切なもので必ず誰でも介護をしてもらうという事を改めて知りました。知り合いなどで介護を必要としている人がいたら、助けて助
け合いたいです。 

介護という仕事について、沢山のことを学ぶことが出来ました。自分が最初に思っていたイメージと違い、介護は人を支える仕事だけじゃなく、人と人との仲を深める
大事な仕事だと知ることもでき、とってもいい体験になりました。 

本日の出張授業では、介護のことや福祉のことをより知れてとてもいい授業でした。今回の授業で介護により興味がわいて調べてみたくなりました。 

私は今回の授業の中で、「信頼関係」という事が頭に残っています。特に、安藤さんの、たくしてくれることについて、実際に誰かに自分をたくされるとうれしいので、
共感できて、身近に感じられました。 

介護という仕事がよくわかんなかったけれど今回の授業を受けて自分の趣味とかが役に立てるということを知れてよかった。 

老人ホームではいろいろな活動やレクがされているのは初めて知りました。私の家のすぐ近くに老人ホームがあるので、なんかの機かいがあったら、たずねたいです。 

介護とは障がいやお年寄りをただお世話をするだけだと思っていたけど、その人の尊厳を守り生活に彩りをあたえる必用不可欠なものだと分かりました。どんどん高齢
化が進んでいるからこそ1人ひとりが関心をもっていかなければいけないと改めて感じました。私はまだ将来の仕事は決まっていないけど高瀬先生がおっしゃったように
きっかけはいつ出てくるか分からない。だから、今のうちに色々なことに関心を持ちたいと思います。とても有意義な時間でした。 

今回の授業を通して、介護という職業の認識を改めなくてはいけないと感じた。介護をしたことで、相手に感謝をされるということが驚きだった。なんだかwinwinだと
思った。 

趣味を仕事にできて、とても良い仕事だと思いました。とても自由な仕事だと知りました。私も困っている人の助けになれる人になりたです。 

将来のなりたい職業が高齢者を支えるというわけではないんですが助産師になりたいです。みんな支えたいと思いがあります。出張授業で学んだことは、高齢者や心身
障がい者を長生きしてよかったと思えることだと分かりました。 

私は好きな事があるので、そんな職業に就きたいなぁと思っているけれど、自分の趣味も活かせると聞いて興味がわきました！ 

あんどうさんの話を聞いてやりがいがある仕事だと知れて良かったです。 

生徒たちの声（自由回答） 

中学校・高校での出張授業 評価 
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個別施策について   

朝日地球会議2021 

想定ﾀｰｹﾞｯﾄ 
子育てが落ち着いた層 

想定ﾀｰｹﾞｯﾄ 
アクティブシニア層 
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朝日地球会議2021 

朝日地球会議2021 

～希望と行動が世界を変える～ 

“Hope with Action Can Change the World” 

アーカイブ視聴 朝日地球会議：朝日新聞デジタル (asahi.com) 

開始期間：2021年10月17日（日）～21日（木） 

「朝日地球会議特集」 

• 朝日新聞全国版朝刊 

にて掲載！ 

• テーマ性に富んだ 

編集記事〒広告特集 

「ライブ配信」 

「オンデマンド配信」 

• パネル討論の動画 

を配信 

• CM動画を配信 

https://www.asahi.com/special/awf/
https://www.asahi.com/special/awf/
https://www.asahi.com/special/awf/
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朝日地球会議2021 

地球会議2021紙面一覧 
 

20210901 01面（社告） 
20210901 16面（事前特集右面） 
20210901 17面（事前特集左面） 
20210920 15面（直前特集） 
20211001 29面（科学面＝はやぶさ） 
20211007 19面（朝刊広告：サンデル・福岡） 
20211013 33面（朝刊広告：海老蔵） 
20211017 04面（NEWS2WEEKS） 
20211018 01面（インデックス） 
20211018 16面（宇宙探査・海老蔵・イオン環境財団講演・英国大使） 
20211018 17面（サンデル・のん・都知事・国際交流基金） 
20211018 28面（開幕・都雑報） 
20211020 19面（ブレイディみかこ・児童労働・ケアテック・地域〈JT〉） 
20211108 01面（インデックス） 
20211108 18面（ウッダード・町山・気候安保） 
20211108 19面（オードリー・南場智子・台湾貿易センター） 
20211108 20面（医療逼迫・コロナ禍と文明・せめて宇宙・アデランス講演） 
20211109 18面（気候変動だけじゃない・東京大・気候危機時代・サントリー講演） 
20211109 19面（落合陽一・利他・万博・未来に愛を） 
  
協賛企業広告 
20211107  GLOBE・AD面（台湾貿易センター） 
20211107  GLOBE・BC面（台湾貿易センター） 
20211109 17面（旭硝子財団） 
20211109 20面（アデランス） 

朝日地球会議2021 告知紙面展開 

朝日新聞 
朝刊３回/夕刊２回 

介護シンポジウム 
掲載 

朝刊10,836,745人 
×３回 

夕刊3,104,844人 
×2回 

3871万9,923人 
購読 

GO!GOKAI-GOプロジェクト 
シンポジウム協賛広告出稿 
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▼出演者 

・宇井吉美さん（aba社長） 

・川口啓子さん（大阪健康福祉短大特任教授） 

・福澤朗さん（フリーアナウンサー／GO!GO!KAI-GO応援団長） 

・高橋美佐子さん（朝日新聞 文化くらし報道部記者）★コーディネーター 

 

▼概要 

2040年度には日本の65歳以上の高齢者数3921万人とほぼピークになり、人口の3分の1超が

高齢者に なると見込まれる一方、介護職員の不足はさらに深刻化するとみられています。

コロナ禍は、介護が社会を支えるために欠かせない「エッセンシャルワーク」であり、人材

育成が急務であることを私たちに突きつけました。では、どうしたらいいのか。排泄ケアロ

ボットの開発で介護の世界の変革を目指すabaの宇井吉美社長と、介護スタッフ育成に長年

携わり、人手不足の背景を研究する大阪健康福祉短大の川口啓子特任教授とともに考えます。 

【ケアテックで変える介護現場 求められる意識改革とテクノロジー】 

朝日地球会議2021 

＜視聴者数＞ 
▼地球会議全体 

・事前登録者：17,377人（前年12,400人） 
・視聴者数：約105万人（５日間のべ視聴者／前年約49万人） 

 内訳＞のべ約9.4万人「Brightcove（公式サイトの視聴ページ）」（前年約6.4万人） 
    のべ約95.6万人「Twitterライブ」（前年約49.5万人） 

▼介護シンポジウム 
・視聴者数：のべ95,218人 

   内訳＞ 1,698人「Brightcove（公式サイトの視聴ページ）のユニーク視聴者数」 
      69,223人「Twitterライブの視聴者数」 
          24,297人「Twitterアーカイブの視聴者数」 

介護の世界に変革を 「ケアテック」で魅力ある未来に：朝日新聞デジタル (asahi.com) アーカイブ視聴 

合計視聴者 
105万人 

単独視聴者 
95,218人 

https://www.asahi.com/articles/ASPBG56YHPBFUKJH00J.html
https://www.asahi.com/articles/ASPBG56YHPBFUKJH00J.html
https://www.asahi.com/articles/ASPBG56YHPBFUKJH00J.html
https://www.asahi.com/articles/ASPBG56YHPBFUKJH00J.html
https://www.asahi.com/articles/ASPBG56YHPBFUKJH00J.html


朝日地球会議2021「ケアテックで変える介護現場」評価 

パネル討論：『ケアテックで変える介護

現場  求められる意識改革とテクノロ

ジー』の満足度を聞いたところ、 

「満足した」が56.9％、 

「まあ満足した」が37.8％、 

「あまり満足しなかった」が4.3％、 

「満足しなかった」は1.0％ 

４点評価で平均3.51点である。 
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100.0
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60.9
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36.8
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41.8
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25.0
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－
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全体

女性

男性

答えない

10代以下

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上

あまり満足しなかった
満足しなかった

性
別 

年
代
別 

N 平均 
(点) 

209 

106 

99 

4 

1 

3 

8 

19 

55 

62 

46 

15 

3.51 

3.53 

3.51 

3.00 

4.00 

3.67 

3.25 

3.74 

3.49 

3.52 

3.52 

3.27 

▼視聴者アンケート：満足度 
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「満足」+ 
「まあ満足」 

94.7％ 



朝日地球会議2021「ケアテックで変える介護現場」評価 

▼視聴者アンケート：もっと知りたいと思ったか 

パネル討論：『ケアテックで変える介

護現場  求められる意識改革とテクノ

ロジー』を視聴して、「もっと知りた

い」と思われたかについては、 

「そう思う」が55.5％ 

「まあそう思う」が38.8％、 

「あまりそう思わない」が4.3％、 

「そう思わない」は1.4％であった。 

性
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年
代
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62 
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あまりそう思わない
そう思わない
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「もっと知りたい」 

94.3％ 



介護の現場での話。本当にその通りだと思います。新人に介護の技術を教えたいと思っても、現場はいつもバタバタしていて、理
想と現実の差に愕然とします。自分が年を取って介護されるようになったとき、今の状態なら、本当につらいと思います。現状で
も、忙しそうなので、無理して自分でするよ、大丈夫だよと言われる方が多いのですが、そうやって転倒、骨折、寝たきりにつな
がっている現実もあり、何のために介護しているのかと思う時があります。 

女性 ６０代 
主婦・主
夫（パー
ト含む） 

何となく大変でなく自分事として介護をとらえケアテックの知識も知ってポジティブに取り組むという発想に気づかせてくれた！ 男性 ７０代 会社員 

話がわかりやすく、とてもよく理解できた。さらに興味を持ちました。再配信がないのが残念です。 女性 ４０代 その他 

自分も親の介護をしている身で参考にさせて頂こうと聴講しました。 川口先生の話では、需給ギャップと、その根底にある、処
遇・制度・教育の問題がある事がわかりました。 宇井さんの話から、その解決策の一つとしてテクノロジー化があるのだと学び
ました。 職業差別など自分はしていないと思っていましたが、きっと子供に相談されたら「（大変やから）やめとき」と言って
いただろうということに気づけた事も貴重な体験でした。わかりやすい対談ありがとうございました。 

男性 ４０代 会社員 

川口啓子先生、宇井吉美先生、福澤朗先生、それぞれの視点で介護の現場を語ってくれて、とてもよかったです。ケアテックはお
むつの中身を見なくても交換できるだ、と驚きました。テックの利用で、介護の現場をよくすることはとても大事なことと思いま
す。介護の効率を増加するともに精神や体力の負担も減らすことができると、在宅でも介護できるではないかなあと思いました。  

女性 ４０代 
教員・教
育関係 

老いは誰もが迎えるもので、家族介護だけでなく、社会的介護の力も必要。介護職の地位向上と、テクノロジーの浸透は超高齢化
社会を明るくするために必須だと思います。費用の面でも普及しやすいセンサーや、補助器械など、研究が進むといいです。 

女性 ６０代 
主婦・主
夫（パー
ト含む） 

介護は他人事ではない立場なので、実感すること多い 女性 ７０代 
教員・教
育関係 

ケアテックに未来を託したい。しかし、そのためには、その分野に投資をする必要があると思う。できることを考えたい。 女性 ６０代 その他 

介護人材の不足は需要と供給の量に差が大きく生じることが大きな原因と知りました。必要な職種なのになり手がいないというこ
とは、社会全体で考えていかないと解決できないことと思います。今後はAIやICT等のテクノロジーにより、直接的な人員を要す
る業務が精査され、なくなるものも出てくると思いますし、減るものもあると思います。適正量の供給を各団体、業界が整理して、
必要な職種の適切な量を確保できるようにしてもらいたいと思います。話のなかであったテクノロジーが大きなポイントとなって
介護業界も最小人員で適正数となってサービスの向上につながるんだと未来が見えたような気がしました。まずはネガティブなイ
メージの脱却と教育現場から親しみを持てる世界を作れるように努力したいです。でも変わるべきは既にイメージを固めている私
たち大人なのかもしれないとも思います。大変貴重なお話し、とても参考になりました。 

男性 ４０代 会社員 

介護のテクノロジーや3Kと呼ばれるような介護職へのハードな面、介護学を学ぶ学生の減少などと反比例してますます加速して
いく介護を必要とする人の増加と外国人に依存している現状を突きつけられた とにかくまずいなこのままじゃと焦りを感じるほ
どであった 教育から職場体験などで知ってもらう、プログラミングや技術でロボットを作る、社会で現状を知る、なにがまずい
かを討論するなど若い世代の意識を変えなければ日本の未来はない 

女性 ５０代 公務員 

朝日地球会議2021「ケアテックで変える介護現場」評価 
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▼視聴者アンケート（自由回答）  
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個別施策について   

福祉介護のおしごと バーチャル見学ツアー 

想定ﾀｰｹﾞｯﾄ 
若年層 

想定ﾀｰｹﾞｯﾄ 
子育てが落ち着いた層 

想定ﾀｰｹﾞｯﾄ 
アクティブシニア層 



福祉介護のおしごと バーチャル見学ツアー 

コンテンツ概要 
 
▼施策 
 福祉介護のおしごと バーチャル見学ツアー 
▼時期 
 2021年12月24日公開（GO!GO!KAI-GOプロジェクトWEB内） 
▼内容 
 シニアライフセラピー研究所が運営する５か所の福祉施設を動画で紹介し、 
 多岐にわたる仕事やそこで働く人の様々な声・働く喜びを発信する。 
 合わせて、代表の鈴木しげさんやケアマネージャーさんのインタビューも掲載。 
▼紹介施設 
 「パン遊房 亀吉」「かめキッチン」「マンマミーア」 
 「亀吉直売場」「モンテッソーリ教室」 

＜施設紹介＞ 
・施設の種別 
・働いている方 
・施設の役割（どんな仕事） 
・施設の一日の流れ 
・施設の特徴 

＜働いている方へのインタビュー＞ 
・仕事の内容（どんな仕事） 
・この仕事をはじめたきっかけ 
・働いていて印象的だったエピソード 
・この仕事のやりがい、面白さ 

企画委員・河本さんの「高齢者福祉施設 西院」の取組みやそこで働く方々については、ウェブメ
ディア「なかまぁる」が取材・撮影して記事化、プロジェクトウェブサイトから記事ページへ誘引。 
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福祉介護のおしごと バーチャル見学ツアー 

MAP上の施設をクリックすると、ポップアップ画面が開き、その施設の説明や働く人の様子を撮影した動画が流れる。 

同ページ内に、シニアライフセラピー研究所の鈴木しげさんのインタビュー、ケアマネージャーさんのインタビュー

動画も掲載し、施設全体の理念や方針・どんな職場を目指しているか、知ることができる。 

https://gogo-kaigo.jp/virtualtour_kengaku_tour/ 
40 

50,036 
PV 

https://gogo-kaigo.jp/virtualtour_kengaku_tour/
https://gogo-kaigo.jp/virtualtour_kengaku_tour/
https://gogo-kaigo.jp/virtualtour_kengaku_tour/


福祉介護のおしごと バーチャル見学ツアー   ＃4「自分にできることを探そう」 

▼概要 
 
福祉・介護の分野で自分にできることは何だろう？と考え、 
坂下とボイメンは、地域福祉の向上をテーマに、 
介護事業や障害者福祉など、40を超える取り組みを展開する、 
NPO法人シニアライフセラピー研究所を訪問。 
 
 
認知症を抱えるデイサービス利用者が調理から接客までを行う 
「かめキッチン」など、ユニークな福祉事業所の数々を見学し、 
現場での多彩な業務やイキイキとした利用者の姿に触れつつ、 
ボランティアスタッフとして現場で働くことに…。 
 
福祉・介護の仕事の楽しさややりがいを発見しながら、 
「自分にできること」を見つけていく。 
 
https://www.youtube.com/watch?v=K494zU3aB24&t=582s 

再生回数 
1,346回 

2022年3月30日現在 
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個別施策について   

ABEMA TV 音楽ライブ特番 

想定ﾀｰｹﾞｯﾄ 
若年層 



ABEMA TV 音楽ライブ特番 

無料で楽しめるインターネットテレビ局 

OMW 
2019年に社会現象を起こし
た日本最大級のオーディショ
ン番組「PRODUCE 101 
JAPAN」に出演した元練習
生4名により結成されたボー
イズグループ。 
グループ名「OWV」には 
“Our only Way to get 
Victory～勝利を掴む僕たち
だけの道～ 誰にも真似する
ことのできない唯一無二のグ
ループとなり、この世界で勝
利を掴む”というメンバーの
強い想いが込められている。 
 
 

▼スタジオパフォーマンス ▼キャンペーン訴求 

5万 6万 5万 

BOYS AND MENによるスタジオパフォーマンス＆告知 

BOYS AND MENが番組内でパフォーマンスし、GO!GO!KAI-GOプロジェクトをPR訴求 

2021年12月18日22時～配信 

Asianダンスボーカルグループ大集合SP！ 
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https://owv.jp/profile/list


▼Abema特番当日配信（21年12月18日22時～） 視聴者数57,585人 
 
▼アーカイブ配信（21年12月18日～22年1月18日） 再生回数17,423 
 
▼ Abema内PR CM配信（21年12月17日～31日） 再生回数1,188,727 
 
▼ボイメンPR動画（GO!GO!KA-GOプロジェクト公式YouTube)再生回数343,970回 

22年3月30日現在 

ABEMA TV 音楽ライブ特番 

視聴合計 
160万7,705回 

PR視聴 
343,970回 
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個別施策について   

SNS配信イベント 「withnewsTV」PRコーナー 

想定ﾀｰｹﾞｯﾄ 
子育てが落ち着いた層 

想定ﾀｰｹﾞｯﾄ 
アクティブシニア層 

無関心層含む 
社会全体 

想定ﾀｰｹﾞｯﾄ 
若年層 



SNS配信イベント「withnewsTV」 

「ニュース」を伝える朝日新聞と「リアルタイム性」と「拡散力」が評価される
Twitter社がタッグを組み、生活者とブランドの「共感」の架け橋となる番組を企画。 
朝日新聞の若者向けニュースサイト「withnews」がお届けする『“気になる”話題を、
もっとおもしろく』SNSに敏感なスマホ世代に向けた新感覚ニュースバラエティ。 

※Twittterでの介護の仕事に対する調査も実施。 
 結果は4月11日に出る見込みです。 

▼概要 
2月22日配信「withnewsTV」PRコーナーにて、 
安藤なつと、インド人クリエイター・マンジョット氏が、 
介護の仕事の楽しさやカッコよさをPR。 
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配信視聴 
のべ 

29.7万 
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個別施策について   

BS朝日特別番組「GO!GO!KAI-GO応援団 みんなを幸せにする仕事」   

想定ﾀｰｹﾞｯﾄ 
子育てが落ち着いた層 

想定ﾀｰｹﾞｯﾄ 
アクティブシニア層 

無関心層含む 
社会全体 

想定ﾀｰｹﾞｯﾄ 
若年層 



▼BS朝日 番組タイトル 
「GO!GO!KAI-GO応援団  
    みんなを幸せにする仕事～つくろう!福祉・介護の未来」 
 
▼放送 
 2022年2月5日土曜 13時30分～14時OA 
 
▼概要 
 

GO!GO!KAI-GO応援団として、様々な場所を訪れ、多くの人々と出会い、
福祉・介護に関する知識や視野を広げてきたメンバーたちがここに集結！ 
 
スペシャルゲストにパラリンピアンの根木慎志さんを迎え、それぞれがど
んなテーマでどんな体験をしてきたのかを、＃1～4までのダイジェスト
VTRを振り返りながら報告しあい、体験や感動を共有していく。 
 
さらに、応援団メンバーとゲストが一体となって、福祉・介護の仕事の大
切さや可能性を展望しながら、「これかも福祉・介護の未来を一緒につ
くっていこう！」というメッセージを幅広い世代に向けて発信していく。 
 
https://www.bs-asahi.co.jp/gogo-kaigo/ 
 
 
 
 

 
 
 
 

BS朝日特別番組（配信コンテンツ#5） 

特別ゲスト 
根木慎志さん 

パラリンピアン 
日本財団パラサポ顧問 
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世帯視聴率 
0.1% 

再生回数 
258回 

https://www.bs-asahi.co.jp/gogo-kaigo/
https://www.bs-asahi.co.jp/gogo-kaigo/
https://www.bs-asahi.co.jp/gogo-kaigo/
https://www.bs-asahi.co.jp/gogo-kaigo/
https://www.bs-asahi.co.jp/gogo-kaigo/
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周知拡散 



周知拡散 テレビCM 

テレビ朝日 インフォマーシャルCM放送 

▼放映局 
  テレビ朝日（関東ローカル） 
▼放映時期 
  22年1月～2月想定 
▼秒数 
  30秒 

テレビ朝日関東ローカル視聴可能世帯数 
19,866千世帯。 
地上波テレビのメディアパワーで、 
番組視聴へとつなげます。 

BS朝日・ウェブで配信するイベント連動型体験共有番組『GO!GO!KAI-GO応援団』の視聴誘引を

図るため、テレビ朝日（関東ローカル）で本プロジェクトおよびHP告知30秒CMを放送。 

幅広い視聴者へのリーチを目的に情報番組にて放送 
 
１／２１ 金曜日 スーパーＪチャンネル １７時台 世帯５.８％ 
  ２８ 金曜日 スーパーＪチャンネル １７時台 世帯７.２％ 
２／ ３ 木曜日 グッド！モーニング   ７時台 世帯５.６% 
   ６ 日曜日 スーパーＪチャンネル １７時台 世帯８.８％ 
  １０ 木曜日 グッド！モーニング   ６時台 世帯３.５% 
  １１ 金曜日 スーパーＪチャンネル １７時台 世帯７.５% 
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周知拡散 テレビCM 企画コンテ 

テレビ朝日・BS朝日・Abema 
インフォマーシャルCM30秒 

 
GO!GO!KAI-GOプロジェクトの 

認知拡大 
 

応援団結成の目的と役割を明確にし 
公式HPへの誘因促進を目的に制作 



周知拡散 テレビ番組での特集 

<概要> 

BS朝日の情報バラエティ番組「テイバン・タイムズ」にて、プロジェクト実施イベントを取材。テレビ番組ならではの「分かりやすさ」

を生かし、興味関心の低い視聴者に対しても、介護の仕事のイメージを前向きに転換するきっかけをつくる 
 

▼特集番組 

 BS朝日「テイバン・タイムズ」（毎週日曜日11時放送） 
 

▼BSデジタル放送視聴可能世帯 

 約4,472万世帯（全国77.1％の世帯が視聴可能） 

  ※BS朝日は2019年に年間3冠達成（1～12月視聴データ）するなど視聴者に支持されています。 

「テイバン・タイムズ」 
2022年1月16日日曜日 11時～OA  
 
特集「介護の魅力を学ぶ」 
日々進化！やりがいのある介護の仕事を取材！未来の介護を研究する施設や 
次世代型デイケアサービスなど介護の情報が満載です！ 

見逃し配信用リンク 
https://youtu.be/2dQ3jWAd-uM 

254配信（22年3月30日） 

接触率 
0.1% 

5万世帯12万人 
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周知拡散 新聞 

▼朝日新聞 全国版朝刊   

  2021年12月28日付 全15段多色        2022年１月3日付 全5段モノクロ 
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周知拡散 新聞 

▼朝日新聞 全国版朝刊   

 2022年3月10日付 全15段多色 
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朝日新聞 
全国版朝刊 

３回掲載 

朝刊10,836,745人 
×３回 

3251万235人 
購読 



周知拡散 ウェブ・SNS 

▼特設サイト PV数 
   ☞51,690PV 
 
▼関連記事PV数（目標合計５～６万PV） 
 ・ウェブメディア「なかまぁる」での西院の取材記事2本 
   ☞前編20,572PV ／ 後編20,092PV 
 
 ・ウェブメディア「かがみよかがみ」中高出張授業の取材記事1本 
   ☞20,585PV 
 
▼LINEダイジェストスポット（2022年2月発信） 
   ☞40,000PV 
 
▼AbemaCM配信（2021年12月17日～12月31日） 
   ☞1,1250,00imp → 1,188,727imp 
 
▼YouTube特別番組の視聴数（2022年3月30日時点） 
 
 動画名 視聴回数 

♯1 GO!GO!KAI-GO応援団、始動！ 152,806 

#2 介護の専門職に体験入門！ 359,307 

#3 10代と共に語る福祉 186,073 

特別編 俺たちが『GO!GO!KAI-GO応援団』です！ 343,970 

#4 自分にできることを探そう！ ～十人十色の福祉のしごと～ 1,364 

合計 1,043,520 

合計再生回数 
104万3,520回 

CM配信 
118万8,727回 

関連記事 
計61,249PV 

達成 

55 



周知拡散 ウェブ・SNS 

▼ウェブメディア「なかまぁる」での西院の取材記事 → 前編20,572PV 後編20,092PV 
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周知拡散 ウェブ・SNS 

▼ウェブメディア「かがみよかがみ」中高出張授業の取材記事 → 20,585PV 
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考察 
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本事業実施における考察として 

実施ポイント 

①GO!GO!KAI-GOプロジェクトのコンセプトは「（介護を）他人ごとから自分ごとにする」に設定。特に若者は「介護は他人ごと」 

 という感覚が強いと思われる為、介護について勉強してもらう手前に、介護を「自分ごと」として感じてもらう事にポイントを絞り 

 興味喚起を狙っ各てコンテンツを作成した。 

②その為に各世代への訴求 アピールのの効果を最大にすべき 各世代毎訴求に有効と思われる芸能人をキャスティングし彼らの知名度 

 パフォーマスを活かしたコンテンツ制作ができた。 

コロナ感染拡大予防対策 

③新型コロナウイルスの影響により、大規模音楽イベント「COUNTDOWN JAPAN」内でのPR及び大規模ウォーキングイベント 

「日本スリーデーマーチ」へのブース出展を中止した。中止となった活動の代替として、 

 Abema TVの音楽ライブ配信フェス「Asianダンスボーカルグループ大集合SP!」及びwithnewsTV配信番組とオンラインを 

 活用した施策を実施 

＊上記以外は予定通り実施できた 

総評 

 各活動に応じて細かくターゲットを設定し、各ターゲットに刺さると考えられる内容を発信した。ターゲットによって生活する環境

が異なるため、伝え方を変えることを意識した。どう表現するか、誰が伝えるかがポイントだと感じた。 

 芸能人の起用によるコンテンツ視聴のきっかけ作りや、集客力の強い大規模イベントへの相乗りなどにより、幅広い対象へのアプ

ローチを行った。 

 イベントを開催する活動については、当日運営のみでなく、イベントに関するコンテンツ（アーカイブ動画やWEB記事等）の作

成・配信を積極的に行った。このような取り組みを実施したことで、イベント当日に参加していない人に対してもアプローチするこ

とができた。 

 各種イベントをリアルで実施したかったが、新型コロナウイルスの影響でオンラインへの変更を余儀なくされた活動があった。 

  オンラインへの変更に伴って、活動に制約が生じた部分があった。 
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ご参考情報＞企画委員より事業の効果のご共有 

■ NPO法人シニアライフセラピー研究所 代表理事 鈴木しげ氏 

 

「介護の人材を増やすという意味においては、 

作成頂いたコンテンツを当法人で周知したところ 

1月中旬から3月上旬（求人を止めたので）の2カ月で、 

求人募集が34名も来ました。 

34名中、33名が「介護未経験者」でした。 

つまりはじめて福祉の業界に足を踏み入れよう 

とした方が33名いたということですね。 

通常は、月に1名くらいです。」 

 

 

https://slt.tanemaki.fun/ 


